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2011年度 CAD製図 第10回・11回

建築設計製図の基本とVectorWorks 2011の操作
2011年12月14日、21日

担当：酒井

本日の授業を合わせ、インテリア・建築系の図面を描く練習として、建築家 安藤忠雄さんの住宅「住吉の長屋」の平面
図・断面図をトレースします。

課題説明
住吉の長屋 平面図・断面図を描く

安藤 忠雄（あんどう ただお、1941年9月13日 - ）

打ち放しコンクリートの住宅や商業建築を
次々と発表し、世界的に高い評価を得ている。
大学での専門的な建築教育は受けていない。さ
らにはプロボクサーとしての過去を持つ。東京
大学特別栄誉教授。21世紀臨調特別顧問、東日
本大震災復興構想会議議長代理。

代表作として、住吉の長屋、光の教会、直島プロ
ジェクト（ベネッセハウス、地中美術館など）

住吉の長屋とは

1976年2月竣工、大阪市住吉区にある鉄筋コンクリート造りの小
住宅。三軒長屋の真ん中の1軒を切り取り、中央の三分の一を中庭と
している。真ん中に生活動線を断ち切る中庭を配置しているため、
雨の日に傘を差さないとトイレに行けないといった問題があるも
のの、通風・採光を確保し豊かな空間を作り出している。

その間取りなどの特徴から日本の住宅建築の問題作とも言われ
るこの建築は、実は日本の古い民家建築である長屋そのものの特徴
（各戸の玄関が直接道路など外界に接している・建物の内部に光を
取り込む中庭があるなど）を持っている。

住吉の長屋　建築データ

所在地・住所：大阪府大阪市住吉区
設計：安藤忠雄/貴志雅樹（担当）/安藤忠雄建築研究所
施工：まこと建設　構造設計：アスコラル構造研究所
設計期間：1975年1月～1975年8月
着工：1975年10月　竣工：1976年2月

敷地面積：57.3㎡　建築面積：33.7㎡
延床面積：64.7㎡（1階33.70㎡ 2階31.0㎡）
高さ：5,800mm（階高2,250mm）
建物間口：3,450mm　建物奥行き：14,250mm
規模・構造：地上2階 RC造
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建築の計画と設計の流れ
実教出版「建築設計製図」より

ここでは実教出版 「建築設計製図」を元に、プ
ロダクトデザイン学科の学生としても必要な
情報・知識のみ抜粋し記載します。計画の流れ
や図面の種類などは、製品系の計画・設計にも
役立つ知識になります。

全文を読みたい、もしくは知識が必要である
（将来、インテリアに関わりたいと考えている
のであれば必要です）と感じた場合は、教科書
を取り扱っている書店に発注すると購入可能
です。

1．建築・インテリアの計画と設計の流れ

1-1　要求の把握：設計に必要な与条件（建築主から設計のために必要な情報として設計者に流れる情報）を収集
し、建築物の全体的な構想、規模および予算など、設計の基本となる要求や制約を把握します。

1-2　基本計画：与条件を整理し、設計目標を明確にし、設計条件（与条件をもとに、さらに設計者自身の判断
や評価が加わって、設計活動を開始するときの条件設定）としてまとめる。把握した内容を詳細に検討
し、問題点・矛盾点を解決して、建築物の全体像を構想図（計画の構想をフリーハンドなど自由な表現で
図に示したもの）としてまとめる。構想図だけで空間をじゅうぶんにとらえにく場合には、模型をつ
くって立体的に考察する。

1-3　基本設計：基本計画でつくられた全体像を、設計条件と対応させながらデザイン上の検討を行い、
具体的な建築空間を創造・決定をし、基本設計図（施主に説明をするための細部を省略し、理解しやすくし
たもの）としてまとめる。次の実施設計の前提となる設計であるから、細部を省略し、実施設計に必
要な主要事項について要領よくまとめる。構造および設備に関しても概略の設計を行う。

1-4　実施設計：基本設計で創造・決定された建築物を構成する部分の詳細な形態と、使用する材料の決
定などを行い、施工に必要な情報を、実施設計図（本設計図ともいう、建築物を建てるまでに必要な種々の
図面の総称。意匠図・構造図・設備図・施工図などがある）として制作する。構造および設備の詳細な設計も
行う。設計図だけでは設計者の意図をじゅうぶん表現できない部分は仕様書（工事をするための基準
を説明するもの。一般的に建築工事標準仕様書(JASS)などの形式に準拠して作成する）によって表現する。

1-5　設計上考慮すべき事項

資料の収集と調査（敷地の実測（敷地の形状・寸法、高低差など）・資料(電気・ガス・水道などの設備など)の収
集と調査）、近隣の状況の調査（敷地周辺の環境に与える影響について調査し、対策を検討する）、法規上の
検討、健康・環境の検討（都市への環境問題、高齢者・障害者への配慮、室内の環境汚染の検討とともに、防湿
措置、換気措置などによって省エネルギー・耐久性の検討を行う）、保守維持管理の検討（建築物の老朽化、外
部仕上げ、建具などの点検と補修、修繕計画などの検討を行う）、配置計画（敷地の有効利用のため、建築物の
形状、配置や出入口の位置など基本事項を検討する）、平面計画（所要室の広さを検討し、日照・採光・通風・動
線などを考慮して、各室の配置を決める）、構造計画（建築物の用途に応じた構造種別や構造方式を検討し、耐
震・耐風・防火などの防災的、耐久的な構造になるように計画する。）、意匠計画（建築物の用途にふさわしく、
かつ美しい外観構成や室内構成を、構造計画・設計計画と平行して検討する。）、設備計画（給排水・衛生・照明・
暖房などに加え、日常生活を豊かにする設備内容を検討する。）、材料の選定（構造・意匠との関係を考え、仕上
げ材は防水・耐水や防災・耐火および耐久性を考慮し、かつ入手しやすく経済的なものを選出する。）



2-5　平面図
建物を床上1mくらいのところで水平に切断
したときの水平面への投影図
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2．図面の種類

2-1　組織図
生活行為の相互関係を示す図面

2-2　ブロックプラン
各ブロックの組合せと配置を示す図面

2-3　動線図
人・物の動き、量の状態を示す図面

2-4　配置図
敷地内の建築物の位置を示す図面

2-7　各部詳細図
建築物の各部分の縦(横)断面図

2-6　かなばかり図
建築物の構造上標準となる部分の縦断面図



2-11　天井伏図
天井面の鏡像投影図で平面図の室の配置
どおりに天井仕上げをかいた図面

2-9　断面図
建築物の縦（横）断面図に正面展開図を書き

込んだ図面

2-10　屋根伏図
屋根の水平面への投影図

2-12　展開図
室内の各壁面の鉛直面への投影図

2-13　基礎伏図
基礎の配置状況を示す水平面への投影図

東北芸術工科大学 プロダクトデザイン学科　2011年度 CAD製図　　p.3 /8

2-8　立面図
建築物外面の鉛直面への投影図

2-14　床伏図
1階床組の水平面への投影図

2-15　小屋伏図
小屋組の水平面への投影図



2-17　建具表
建具の立面図を表にまとめ、その配置を示
す平面図をかいた図面

2-16　軸組図
建築物各面の軸組の鉛直面への投影図

2-18　仕上表
建築物内外各部位の仕上げを一覧表にまとめた表

3-3　また、レイヤの設定では「レイヤの順序」も設定が可能です。「レイヤの順序」とは、Adobe 
IllustratorやPhotoshopのレイヤと同様に、順序が上位にあれば重なりも上になります。レイヤ
の順序は、レイヤが一覧になっている画面の前後関係の数字をドラッグすることで入れ替えるこ
とができます。

図A：レイヤの設定画面

「図面枠」

「平面図」

「断面図」

縮尺1:1

縮尺1:50

縮尺1:50

図面枠と、氏名・図面名などはこのレイヤにしてください。

平面図はこのレイヤに描いて下さい。

断面図はこのレイヤに描いて下さい。

建築設計図面を描く
建築設計用の設定の方法

「レイヤ」と「クラス」の復習

VectorWorksには、「レイヤ」と「クラス」の似
たような2つの機能があります。

レイヤとは、Adobe IllustratorやPhotoshop
にあったものと同様のもので、透明なフィルム
のようなもので、これを重ねて描く考えると良
いでしょう。線や図形の要素ごとにレイヤを分
けておくと、作業の間違いを減らし、修正作業
などが行い易くなります。また、VectorWorks
では、様々な縮尺の図面をレイヤで管理するこ
とも可能です。

クラスとは、第2のレイヤのような存在で、線
の太さや形状などの情報をとりまとめたも
のです。

CADによっては、レイヤとクラスとの考え方
をあわせて、一括りで「レイヤ」と呼ばれている
場合があります。

今回の課題では、「レイヤ」で図面の種類を管理
し、「クラス」で線種、要素の管理を行います。

3．VectorWorksを建築設計図面用に設定する。

レイヤ・クラス分けの手順 (図A・B参照)

3-1　メニューバー 「ツール」  ⇒ 「オーガナイザ」 ⇒ 「デザインレイヤ」　

もしくは、

「画面右上のレイヤーボタン」 ⇒  「オーガナイザ」 ⇒ 「デザインレイヤ」

を、ダブルクリックし選択します。 ここではレイヤの構成を設定できます。　

3-2　下記の通り設定を行います。　（図面枠のみ縮尺が 「1:1」 であることに注意）

図B：クラスの設定画面
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線の太さ：0.05mm

線の太さ：0.25mm

線の太さ：0.13mm

線の太さ：0.05mm

線の太さ：0.13mm

線の太さ：0.05mm

線の太さ：0.05mm

線の太さ：0.05mm

「中心線」

「断面線」

「見えがかり１」

「見えがかり２」

「建具」

「補助線１」

「補助線２」

「寸法」

線種：一点鎖線　→　中心線に使用

線種：実線　　　→　断面線に使用

線種：実線　　　→　階段などの太い線に使用

線種：破線　　　→　タイル目地など細い線に使用

線種：実線　　　→　ドアや窓ガラスなどの線に使用

線種：破線　　　→　奥や上空にあるものなどを描く線に使用

線種：一点鎖線　→　ドアの開閉方向などを描く線に使用

線種：実線　　　→　寸法を描く線に使用

3-6　VectorWorksの線種の設定は「属性パレット」で指定しますので、クラスを使用する場合はすべて
「クラススタイル」にしておく必要があります。

※ プリンターとの相性もあるので、線種設定後、試し印刷を行い調整が必要な場合もあります。

3-7　線の太さと表示画面の設定

VectorWorksの作業画面は、プリントアウトされる図面に準じたイメージを表示しています。しかし
ながら、全ての線の太さが反映されるわけではありません。そこで、よりプリントされるイメージに表
示される作業画面を近づきたい場合は、

「ツール」 ⇒ 「オプション」 ⇒ 「環境設定」

をクリックし選択し、

「環境設定」 ⇒ 「画面」 ⇒ 「拡大時に線の太さを表示」にチェック

を入れます。

ただし、線の太さを表示させてしまうと図面の線と線の重なりなど細かな点を見落としがちになりま
すので、正確な図面を描くときにはチェックを外したほうが良いこともあります。

クラス分けの手順  (図B参照)

3-4　メニューバー 「ツール」  ⇒ 「オーガナイザ」 ⇒ 「クラス」

を、クリックし選択します。 

3-5　下記の通り設定を行います。　線の色は全て「黒」を指定します。
「寸法」クラスは最初から設定されており、寸法は自動的にこのクラスに描かれます。

寸法規格の設定
建築設計製図の場合

建築製図では、寸法の起点記号（VectorWorks

のマーカーにあたるもの）は、「●（くろまる）」

とすることが多くなっていますが、実際には各

建築設計事務所によって多少異なることもあ

ります。

今回の課題では、建築設計製図の基本を学ぶた

め「●(くろまる)」を用います。

寸法規格の設定 (図C参照)

3-8　メニューバー 「ファイル」  ⇒ 「書類設定」 ⇒ 「画面/寸法/解像度」 ⇒ 「寸法」

を、クリックし選択します。 

3-9　「寸法の規格」 ⇒ 「JIS」 を選択 ⇒ 「カスタム」 ⇒ 「新規」：規格名を「interior」とする。

3-10　「寸法のカスタマイズ」 ⇒ 「編集」 を選択

3-11　「寸法線は常に内側」にチェックを入れてください。これは円の直径などに寸法線を入れる場合に
有効な設定です。ただし、寸法線を入れる
対象物があまりに小さすぎると寸法表記
が読み取れないことなどもあるので、そ
の際にはチェックを外します。

3-12　「直線のマーカー」 ⇒ 「カスタム」 を選択

3-13　「新規」 から以下のとおり設定します。
形 状 
「タイプ」 → 「●（丸）」
「面」 →「線の色」
「底辺」 →「平ら」
「角度」 →「15」
「長さ・幅」 →「0.02」インチ
太 さ
「線の太さを使う」にチェック

図C：寸法規格の設定画面
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建築設計製図を描く
「住吉の長屋」 1階 平面図

今回の課題では、「住吉の長屋」の平面図を描き

ます。「住吉の長屋」は、2階建の住宅ですが、今

回は1階 平面図を描きます。

平面図とは、間取図ともいい、設計・施工のうえ

で最も基本となる重要な図面になります。平面

表示記号によって表し、必要な箇所には室名・

寸法・説明などを記入します。

平面図の尺度は規模によって、「1 : 50」、

「1:100」、「1:200」とし、尺度によって表示内容

が異なります。

4．「住吉の長屋」　1階 平面図 を描く

図面枠を描く (図D参照)

4-1　「レイヤー：図面枠」を選択。「クラス：図面枠」を作成。用紙設定は、「A3(420mm × 297mm)横」を選択します。

4-2　図面枠の線は、これまでのプロダクト図面と同様に用紙サイズよりも「10mm内側」(400mm × 
277mm)に描きます。線種は「線の太さ：0.70mm、線種：実線」とします。

4-3　図面の表題欄には、左から順に以下のものを記載します。（）内は枠幅です。高さは10mmとします。

「プロジェクト名」(27mm｜40mm)、「図面名」(13mm｜40mm)、「校名」(13mm｜40mm)、
「氏名」(13mm｜40mm)、「学年・No」(27mm｜40mm)、「尺度」(13mm｜27mm)、「年月日」(27mm｜40mm)

中心線・基準線（柱・壁位置の基準）を描く (図E参照)

4-4　「レイヤー：平面図、クラス：中心線」を選択します。

建築・インテリアの図面では、壁の厚みの中心(壁心)を基準とするので、中心線から描き始めます。

50１階平面図

図D：図面枠（グレー線は用紙サイズ）

50１階平面図
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図E：中心線
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壁を描く (図F参照)

4-5　「レイヤー：平面図、クラス：断面線」を選択します。

中心線をもとにコンクリート壁を描きます。「住吉の長屋」の壁厚は150mm（図面中から読み取れます。）
ですが、階段付近のみ壁厚：100mm(こちらも図面から読み取れます。)となっていますので、注意が必要
です。また、このとき壁の材料を示すため、壁にハッチングを指定します。

4-6　「ツールセット」 ⇒ 「壁（家のアイコン）」 ⇒ 「壁」を選択し、「両側線作成モード」を選択、

「壁の設定」⇒「壁厚」を設定します。

4-7　この時点では、窓や扉といった建具による壁の切欠きは設けなくとも問題有りません。

建具（戸・窓）を描く (図G参照)

4-8　「レイヤー：平面図、クラス：建具」を選択します。4-7で描いた「壁」と同様に「ツールセット」 ⇒ 「壁（家の

アイコン）」 ⇒ 「ドア」「窓」を選択し、寸法など調整を行い、建具の配置を行います。

4-9　この時、2階へと続く階段（「レイヤー：平面図、クラス：見えがかり１」）なども描いておきましょう。

50１階平面図

99
0

13
20

99
0

33
00

16503050470037001000

図F：コンクリート壁の書き込み

50１階平面図
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図G：建具の配置

壁を描く
壁ツールを使用する。

VectorWorksには、

建築・インテリア図

面の3D図面を描く

ために便利な機能が

搭載されています。

その一つが今回用い

る「壁」ツールになり

ます。

「壁の設定」画面か

ら、「壁の定義」にて

「全体の厚み（壁の厚

み）」を設定でき、「配

置オプション」にて

「壁の高さ」を設定す

ることができます。

今回は2D図面なの

で「壁の高さ」は用い

ません。

建築物の建具とは
ドア・窓ツールの活用

建具（たてぐ）とは、

建築物の開口部に設

けられる開閉機能を

持つ仕切り（主に戸

や窓）のことを言い

ます。

VectorWorksには、

プロダクトデザイン

向け（VectorWorks  

Designer）、建築向け

け（V e c t o r W o r k s  

Architect）などのパッ

ケージがあり、建築

向け（VectorWorks  

Architect）には、それ

らに特化した機能が

あります。

皆さんの学生向け

パッケージも、その

機能を活用すること

が可能です。
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設備・家具を描く (図H参照)

4-10　設備を描きます。「レイヤー：平面図、クラス：見えがかり１」を選択します。

台所・食堂のガスコンロや、便所・浴室、造り付けの棚などの設備を描きます。

4-11　家具を描きます。「レイヤー：平面図、クラス：補助線１」を選択します。

台所・食堂にある椅子・机といった家具を描きます。

4-12　「レイヤー：平面図、クラス：見えがかり２」を使用して（線種を破線から実線に変更して下さい）、タイルの目地

を描きます。ハッチングを用いる、もしくは実際に線を描くどちらの方法でも構いません。

文字・寸法を記入する・平図面の完成 (図I参照)

4-13　寸法、切断位置（今回の課題ではA-A’断面）を記入します。

4-14　室名を記入します。4-13、4-14ともに文字サイズを揃える、読みやすい文字フォントを選択し、見

やすい平面図の作成を心がけ完成させて下さい。

50１階平面図

図H：設備・家具の書き込み

50１階平面図
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ENTRANCE
　  玄関 LIVING ROOM　

　　居間

FLOOR: SLATE STONE 300x300
　　         床：玄晶石貼

CLOSET
　物置

COURTYARD
　    中庭

STAIRCASE　
　   階段

KITCHEN / DININGROOM
　　      台所・食堂           

TOILET / BATH
　 便所・浴室    

BOILER ROOM
    ボイラー室

A'

A

図I：文字・数字の書き込み　平面図　完成図面


